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【緒言】
ビスフェノー ルA(以下BPA)はinvitroのアッセイ系でエストロジェン活性をもつことが知られ、マウスやラットでも
比較的低用量で生殖系や行動に影響を与えることをしめす実験結果が得られている。BPAのこのような影響がヒト
にも見出されるのかは重大な課題であるが、これまで調査されてこなかった。
一般に化学物質のヒト健康影響を評価するにあたって、その化学物質への曝露レベルの推計は最も基本的な、
必要不可欠な事項である。BPAはプラスチックやエポキシ樹脂の原材料として使用されてきており、これら樹脂類
が食品容器や缶詰の内張りとして多用されてきたこともあって、一般公衆の曝露レベルは高い可能性がある。とこ
ろがこれまでヒトのBPA曝露レベルあるいはその個人間変動や変動要因は十分に明らかにされてこなかった。
今後BPAのヒト健康影響を評価していくにあたり、尿中代謝産物(グルクロン酸抱合体BPA)レベルをバイオマ
ーカーとする曝露アセスメント手法を採用する予定である。本研究では、男子学生を対象に24時間尿の分析を行
い、曝露レベルを明らかにするとともに個人間変動要因について考察することを目的とした。
【方法】
1.測定方法
ヒトの場合、経ロ摂取したBPAはそのほとんどがグルクロン酸抱
合体として尿中に排泄される。そこで、すべての尿試料1mlに対し、
グルクロニダーゼ50ulを加え、37℃で120分間反応させ、グルクロ
ン酸抱合体からBPAを遊離させた。その後、サロゲート物質
(d16-BPA)を添加し、ジクロロメタンで液-液抽出を行い、順相カラ
ムを用いてジクロロメタン:ヘキサン、ジクロロメタン:酢酸エチルで
洗浄を行い、アセトンでBPAの溶出を行った。最後に、誘導体化後、
GC-イオントラップ質量分析計(GC/MS/MS)で測定を行った(Fig.
1)。
2.摂取量の評価
健康な男子学生を対象に、24時間蓄尿を1日行ってもらった。ま
た、同時に食生活についてのアンケート調査を行った。BPA測定は
GC/MS/MS法を用いて行い、摂取量は一日排泄量(尿中BPA濃
度×尿量)とほぼ等しいとして、摂取量を推計した。
【結果】
男子学生36名の一日尿中BPA代謝産物の測定結果をヒストグ
ラムにしてFig.2に示す。今回の対象者の尿中BPA濃度は＜0.19
-18ng/ml(中央値1.2ng/ml)であり、これに尿量(ml/day)を掛けて
算出した排泄量と摂取量がほぼ等しいと仮定すると、摂取量は＜
0.21-14μg/day(中央値1.2μg/day)、体重あたりに換算すると＜
0.003-0.23μg/kg/day(中央値0.02μg/kg/day)と推定された。
今回は、採尿前 日と採尿当日に詳細な食事アンケートを行って
いる。しかし、対象者が少ないことから、得られたデータから十分考
察はできなかった。
今後、対象者を増やし、個人間のBPA変動要因を明らかにして
いく。
Fig.1 Flow diagram for the sample 
preparation procedure.
Fig.2 Histogram of the daily excretion of
urinary BPA (µg(day) in36 male subjects.
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